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中高齢者におけるピンクイオン飲料水摂取による
口腔保湿対策が口腔環境および脳の注意実行機能に与える影響
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Abstract
　フレイルの前段階として口腔機能低下が見
られることから，それらの予防が健康寿命の
延伸や健康の保持増進に極めて重要となる。
オーラルフレイルは身体フレイルへの入り口
であり，さらにコグニティブフレイル，ソー
シャルフレイルに移行しやすい。筆者らは中
高齢者における口腔内脱水が口腔内局所免疫
および脳の注意実行機能を低下させることを
報告してきた。さらに今回は口腔内脱水予防
としての口腔保湿対策効果に関する新たな知
見を得たので報告する。

ス感染症の流行以降，人々のコミュニケーショ
ン機会が減少し，日常生活において心理社会
的ストレスを感じる者が増加してきている 2,3)。
筆者らは，種々のストレスが口腔内の唾液量
や口腔内局所免疫機能を低下させ，脳の注意
実行機能にも影響を及ぼすことを報告してき
た 4)。そこで本稿では，中高齢者における口
腔保湿対策効果について新たな知見を得たの
で報告する。

１．高齢者における口腔内脱水が口腔内局所
免疫および脳の注意実行機能に及ぼす影響

　筆者らはこれまでに長時間高強度運動に伴
い唾液 human β -defensin-2（HBD-2）の発現
が抑制されることを報告し，その抑制は運動
終了後だけでなく，その後 24時間においても
顕著にみられ，口腔内の虫歯菌の発育抑制の
脆弱化を報告した 5,6)。口腔内免疫の代表であ
る唾液 HBD-2の発現には，内因性グルココル
チコイドの分泌が大きく関与しており，グル
ココルチコイド依存メカニズムとして報告さ
れている 7)。すなわち身体的，精神的ストレ
スに伴うコルチゾールの増加が唾液 HBD-2の
発現を抑制し口腔内の健康を阻害する可能性
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はじめに

　超高齢社会を迎えている我が国の高齢者の
口腔機能低下は，糖尿病やメタボリック・シン
ドロームなどの全身性疾患との関連も指摘さ
れ，歯周病を介した心血管疾患の罹患を通して
生命予後に関わることが指摘されている 1)。さ
らに口腔内の健康や免疫を高めることがガン
予防に貢献するとの報告もされている 1)。こ
うしたことからも口腔機能が虚弱した状態を
「オーラルフレイル」と提唱し，身体フレイル
の前段階に相当するため，早期対応が急務で
あると考えられている 1)。新型コロナウイル
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がある。
　次に筆者らは，地域在宅高齢者 132名を対
象に安静時（午前中）の自律神経活動比（交
感神経活動と副交感神経活動の比）と唾液採
取を行い，日常生活におけるストレスと口腔
内脱水（安静時唾液分泌量），口腔内免疫との
関連について検討した。その結果，自律神経
活動比（LF/HF比）と唾液量（r=-0.578，p＜
0.05），唾液 HBD-2分泌量（r=-0.556，p＜ 0.05）
（図 1），唾液コルチゾールと唾液量（r=-0.678，

p＜ 0.05），唾液 HBD-2分泌量（r=-0.688，p
＜ 0.05）（図 2）において負の相関を示し，安
静時のストレスが高い場合は，安静時唾液分
泌量，唾液 HBD-2分泌量が低い値を示した 4)。
さらに安静時の唾液分泌量が低下している場
合は，脳の注意実行機能（トレイルメイキング
テスト）の秒数が遅延していることが確認でき
た。このことからも日常生活におけるストレス
を軽減させることは，唾液量の分泌や口腔内局
所免疫を高め，脳の注意実行機能の向上やオー
ラルフレイル予防に寄与する可能性が考えら
れる。

２．中高齢者における口腔保湿対策が口腔
環境および脳の注意実行機能に及ぼす影響

　中高齢女性 29名（平均年齢 63.07± 2.49歳）
を対象に，体水分量，唾液量，口腔内水分
量，口腔内細菌レベル（細菌カウンタ），唾
液 HBD-2分泌量，口腔機能（オーラルディ
アドコキネシス），脈波による自律神経活動，
トレイルメイキングテスト（TMT）による脳
の注意実行機能，Health Practice Indexによる
生活健康度を介入前に測定し，その後 1ヶ月
間 PINKION JAPAN株式会社の PINKION粉末
500mlを 1日 1回 30日間摂取してもらい，1ヶ
月後に同様の測定を行った。介入後の 1ヶ月
間は普段通りの生活（PINKION粉末の摂取な
し）とし，終了後に再度測定を行った。その
結果，口腔水分量介入前 26.931± 0.532%，介
入後28.828±0.463%，一ヶ月後27.793±0.625%
（図 3），唾液 HBD-2分泌量介入前 9.449±
0.337ml/min，介入後 9.967± 0.282ml/min，一ヶ
月後 9.314± 0.290ml/min（図 4），副交感神経
活動介入前 6.445± 0.159レベル，介入後 6.772

図１　安静時の自律神経活動比と唾液 HBD-2 分泌
量との関連

図 2　安静時の唾液コルチゾール濃度と唾液 HBD-2
分泌量との関連
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図 3　ピンクイオン飲料水摂取による口腔内水分量の変化

図 4　ピンクイオン飲料水摂取による唾液 HBD-2 分泌量の変化

図 5　ピンクイオン飲料水摂取による
　　　副交感神経活動活性の変化

図６　ピンクイオン飲料水摂取による TMT の変化

図７　口腔保湿対策による口腔内水分量の変化と
　　　唾液 HBD2 分泌量の変化の関連

図８　口腔保湿対策による口腔内水分量の変化と
　　　副交感神経活動の変化の関連
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± 0.112レベル，一ヶ月後 6.683± 0.104レベル
（図 5）を示し，TMT介入前 75.776± 1.563秒，
介入後 74.024± 1.424秒，一ヶ月後 75.076±
1.490秒（図 6）を示した。さらに口腔内水分
量の増加は，口腔内免疫の向上（図 7）や副
交感神経活動レベル向上（図 8）と関係して
いる重回帰式が確認できた。口腔内水分量や
口腔環境を高めるためにも，積極的な水分や
ミネラル摂取が効果的であり，口腔内保湿対
策はオーラルフレイル予防や口腔内局所免疫
向上の観点からも重要であると考えられる。

３．今後のオーラルフレイル予防に
向けた可能性

　筆者らはこれまでに口腔内局所免疫と身体
活動との関連性を明らかにするため一過性や
継続的な運動トレーニングとの関連について
明らかにしてきた 8)。さらに運動とまではい
かない地域コミュニティ活動が口腔内免疫や
オーラルフレイル予防に貢献することも明ら
かにしてきた 9)。運動免疫研究の中で，運動
のみならず地域コミュニティやオンラインと
いう新たな手法，日常生活でのストレス軽減
など，個々に応じた多種多様な活動の効果を
検討することで，オーラルフレイル予防や健
康の保持増進につながると考えている。今後
も口腔内局所免疫を主に口腔環境に関する研
究を進め，オーラルフレイル予防研究の一端
を担っていきたい。
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